
 

資料１ 

蒲郡市地域バス協議会について 

 

１ 開催目的 

 蒲郡市地域バス協議会は、蒲郡市地域公共交通総合連携計画に基づく、「既存バス路線の

見直し検討」に向けた既存バス路線のルート、ダイヤ、停留所位置、料金設定等について

再確認し、事業見直しの必要性について検討するため開催するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲郡市地域公共交通総合連携計画より抜粋 



３．基本方針を実現するための取り組み 

 

 地域の課題・問題点を克服し、将来像と基本方針を実現するために行う取り組みは、下記の４点とす

る。 

 

○○○○鉄道鉄道鉄道鉄道をををを中心中心中心中心としたとしたとしたとした交通交通交通交通ネットワークネットワークネットワークネットワーク網網網網のののの維持確保維持確保維持確保維持確保とととと交通空白地交通空白地交通空白地交通空白地のののの解消解消解消解消 

○○○○交通空白地解消交通空白地解消交通空白地解消交通空白地解消のためののためののためののための実験的取組等実験的取組等実験的取組等実験的取組等のののの実施実施実施実施（（（（短期的対応短期的対応短期的対応短期的対応）））） 

○○○○地域資源地域資源地域資源地域資源のののの活用活用活用活用・・・・関係者間関係者間関係者間関係者間のののの連携強化連携強化連携強化連携強化によるによるによるによる事業推進事業推進事業推進事業推進 

○○○○公共交通公共交通公共交通公共交通のののの利用利用利用利用をををを促促促促すすすす働働働働きかけきかけきかけきかけ活動活動活動活動のののの実施実施実施実施 

 

 

（１）鉄道を中心とした「交通ネットワーク網」の維持確保と交通空白地の解消 

 ９つの駅がある地域の特徴を守り、駅を中心とした公共交通ネットワークを形成する。 

 鉄道、幹線バス、支線的バス・タクシー等によるモードの役割分担を意図した公共交通ネットワーク

網を構築し、交通空白地の解消を図る。 

 幹線的バス（民間路線バス）の利用促進を図るため、駅や病院・買い物施設等の主要施設と居住地と

を結び、より市民ニーズを反映したルートやダイヤ等とするため、幹線的バスの協議のための「地域バ

ス協議会」にて事業見直しを進める。 

鉄道や民間の路線バスは、一旦廃止してしまうと復活させることは現実的に難しいため、相互に接続

したネットワークによる利用環境を確保し、維持を目指す。 

 

図表 6-2 ネットワークの概念イメージ 
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■ネットワークを形成するモード

①骨格＝鉄道

②幹線的バス＝路線バス

③支線的バス・タクシー

■ネットワークのイメージ

鉄道・幹線バス・支線をつなぎ、全体

の利用を促す



３．計画に基づく事業 

 

（１）鉄道を中心とした交通ネットワーク網の維持確保と交通空白地の解消のための事業 

○○○○名鉄西尾名鉄西尾名鉄西尾名鉄西尾・・・・蒲郡線蒲郡線蒲郡線蒲郡線のののの利用促進利用促進利用促進利用促進 

 「名鉄西尾・蒲郡線活性化実施計画（アクションプラン）」に基づき、鉄道の利用促進を図る。 

 

○○○○既存既存既存既存バスバスバスバス路線路線路線路線のののの見直見直見直見直しししし検討検討検討検討 

 幹線的バスと位置づける「西浦・病院循環線」・「病院・丸山線」・「ラグーナ線」「蒲郡・保健線」の

４つのバス路線については、当該路線がカバーする地区からなる、「地域バス協議会」を設置し、ルー

ト・ダイヤ・停留所位置・料金設定等について再確認し、事業見直しの必要性を検討する。 

交通事業者の協力のもと、事業変更案を構築し、蒲郡市地域公共交通会議等での合意形成を踏まえ、

事業見直しを行う。 

 

○○○○交通交通交通交通結節点結節点結節点結節点のののの強化強化強化強化（（（（待合環境待合環境待合環境待合環境のののの改善等改善等改善等改善等））））検討検討検討検討 

 ネットワークの強化に必要なミニバスターミナルの必要性について検討を行い、また、駐輪場やベ

ンチ等の設置による待合環境の改善について、地域ボランティアの協力を得ながら可能なところから

対応する。 

 

 

（２）交通空白地解消のための実験的取り組み等のための事業 

○○○○交通空白地交通空白地交通空白地交通空白地におけるフィーダーにおけるフィーダーにおけるフィーダーにおけるフィーダー路線路線路線路線のののの事業化事業化事業化事業化 

 交通空白地解消のため、地元協議組織が設置されたモデル地域において、フィーダー路線（デマン

ド型交通等）の実験的導入を行う。 

 

○モデル○モデル○モデル○モデル地域地域地域地域のののの成功体験成功体験成功体験成功体験のののの他地域展開他地域展開他地域展開他地域展開のののの実施実施実施実施 

 先行的に実施するモデル地域の成功体験を他地域に対して情報発信し、順次対応エリアの拡大を行

う。 

 

 

（３）地域資源の活用・関係者間の連携強化のための事業 

○○○○地域連携活動地域連携活動地域連携活動地域連携活動（（（（地域協働推進事業地域協働推進事業地域協働推進事業地域協働推進事業））））のののの実施実施実施実施 

 民間バス路線の見直し、フィーダー路線の実験的導入などにおいて、市・交通事業者・住民（利用

者）等からなる関係者間の連携強化を図るため、下記に示す事業を展開する。 

  ○事業見直し・新規路線の構築のための「地域協議・ワークショップ（協働作業）」等の実施 

   （地元協議組織、地域バス協議会等の開催、住民アンケート調査、関係者ヒアリング等） 

  ○地元協議組織・地域バス協議会等を通した観光資源との接続、観光業界との連携についての検

討・協議の実施 

  ○その他地域ぐるみの協働連携事業の企画・実施 
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4月

5月 ○会議

検討案の協議

意見の聴取

6月 ○８会議

○協議状況報告

○連携「指針」素案報告

改善案検討

7月 ○会議 改善案の協議

8月

9月 ○会議 改善案の承認

10月 ○９会議

○連携「指針」の承認

○形原地区事業計画確認

○名鉄バス　事業改善案確認

11月 ○会議

改善修正案の承認

（地域公共交通会議で指摘があった場

合）

12月

2015年

1月 ○10会議

○形原地区事業計画承認

○名鉄バス　事業改善案承認

○交通網形成計画への対応確認

事業者による運行申請

時刻表等の作成

2月 ○説明会 ３地区等での変更箇所の説明会

3月 ○11会議

○生活交通NT計画協議

○次年度予算協議

○交通網形成計画案の協議・承認

4月 新ルート・新ダイヤでの運行開始

5月

6月 ○会議 NT計画承認の承認申請

蒲郡市　地域公共交通会議等の年間スケジュール

地域公共交通会議（法定協議会）

2014年

地域バス協議会


